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■
花
粉
症
対
策　

重
点
区
域
を

公
表林

野
庁
は
2
月
16
日
、
花
粉
症
対
策
の
ス
ギ

人
工
林
伐
採
重
点
区
域
が
含
ま
れ
る
都
道
府

県
・
市
町
村
名
を
公
表
し
た
。
重
点
区
域
の
対

象
と
な
る
ス
ギ
人
工
林
⾯
積
は
、
全
国
で
約
98

万
ha
（
９
７
８
、５
６
３
ha
）、
全
国
の
ス
ギ
人

工
林
の
約
22
％
に
あ
た
る
。
重
点
区
域
の
設
定

は
、
①
県
庁
所
在
地
、
政
令
指
定
都
市
、
中
核

市
、
施
行
時
特
例
市
及
び
東
京
都
区
部
か
ら
50

㎞
圏
内
に
あ
る
ま
と
ま
っ
た
ス
ギ
人
工
林
の
あ

る
森
林
の
区
域
、
②
ス
ギ
人
工
林
の
分
布
状
況

や
気
象
条
件
等
か
ら
、
ス
ギ
花
粉
を
大
量
に
飛

散
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
都
道
府
県
が
特
に

認
め
る
森
林
の
区
域
を
考
慮
し
て
、
全
国
の
ス

ギ
人
工
林
の
約
2
割
が
対
象
と
な
る
よ
う
都
道

府
県
が
林
野
庁
と
調
整
し
て
行
っ
た
。

ス
ギ
人
工
林
伐
採
重
点
区
域
に
お
い
て
は
、

ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え
等
の
加
速
化
に

向
け
て
、
令
和
5
年
度
補
正
予
算
で
措
置
さ
れ

た
「
花
粉
の
少
な
い
森
林
へ
の
転
換
緊
急
総
合

対
策
」
等
を
活
用
し
、（
ア
）
意
欲
あ
る
林
業

経
営
体
へ
の
森
林
の
集
約
化
、（
イ
）
伐
採
・

植
替
え
の
一
貫
作
業
の
加
速
化
、（
ウ
）
伐
採
・

植
替
え
に
必
要
な
路
網
整
備
を
推
進
す
る
と
し

て
い
る
。

■
近
畿
中
国
地
区
需
給
情
報
連

絡
協
議
会
を
開
催

令
和
6
年
1
月
22
日
に
近
畿
中
国
地
区
需
給

情
報
連
絡
協
議
会
（
西
垣
泰
幸
会
長
）
が
開
催

さ
れ
た
。
座
長
は
松
下
幸
司
京
都
大
学
教
授
が

務
め
た
。
開
会
の
挨
拶
で
西
垣
会
長
は
前
回
開

催
以
降
の
国
内
外
の
動
き
に
触
れ
、
皆
様
方
の

お
立
場
で
の
ご
意
見
や
情
報
を
い
た
だ
き
、
最

終
的
に
国
産
材
を
主
と
し
た
木
材
需
要
の
拡
大

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

住
宅
需
要
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど

の
低
迷
に
陥
っ
て
い
る
、
住
宅
の
着
工
数
は
非

常
に
厳
し
い
、
円
安
、
人
件
費
の
上
昇
が
あ
り
、

厳
し
い
状
況
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
。
住
宅
コ

ス
ト
は
15
～
20
％
程
度
上
が
っ
て
い
る
。
平
屋

の
建
築
は
増
加
し
て
い
る
。
建
設
従
事
者
の
確

保
が
課
題
な
ど
の
厳
し
い
声
が
聞
か
れ
た
。
ま

た
、
脱
炭
素
の
時
代
な
の
で
、
国
産
材
を
使
う

地
域
の
工
務
店
の
方
が
Ｃ
Ｏ
２
の
発
生
量
が
低

い
と
い
う
こ
と
を
政
策
に
結
び
付
け
て
頂
け
れ

ば
活
路
が
見
い
だ
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
非
住

宅
で
は
小
さ
な
事
務
所
な
ど
は
増
え
て
い
る
の

で
、
非
住
宅
を
木
造
で
建
て
る
メ
リ
ッ
ト
が
示

さ
れ
れ
ば
も
っ
と
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

プ
レ
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
住
宅
需
要
の
落

ち
込
み
の
た
め
減
少
す
る
需
要
を
巡
っ
て
競
争

が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。

外
材
に
つ
い
て
は
、
米
材
の
調
達
価
格
は
高

止
ま
り
の
予
想
、
欧
州
材
も
日
本
へ
の
輸
出
は

採
算
が
と
れ
ず
生
産
国
の
オ
フ
ァ
ー
が
少
な
い

状
況
。

原
木
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
今
年
は
天
候
も

よ
く
生
産
は
順
調
、価
格
も
戻
っ
て
き
て
い
る
。

合
板
工
場
の
生
産
調
整
の
影
響
は
続
い
て
い
る

が
、
輸
入
チ
ッ
プ
の
価
格
が
上
が
り
国
産
材
の

チ
ッ
プ
需
要
が
あ
る
。
生
産
体
制
維
持
の
た
め

に
担
い
手
の
確
保
が
課
題
。
原
木
の
価
格
は

戻
っ
て
き
て
い
る
が
、
現
在
の
需
要
で
は
出
材

が
大
幅
に
増
え
る
見
込
み
は
少
な
い
。
昨
年
住

宅
着
工
の
先
行
き
の
不
透
明
さ
を
懸
念
し
て
伐

採
か
ら
森
林
整
備
事
業
に
切
り
替
え
た
業
者
も

多
い
の
で
出
材
量
不
足
が
今
も
続
い
て
い
る
。

川
上
側
は
需
要
に
対
し
て
急
に
生
産
量
を
増
や

す
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
物
量
が
安
定
し
な

い
と
運
送
会
社
は
原
木
以
外
の
運
送
へ
シ
フ
ト

す
る
可
能
性
も
あ
る
。
素
材
生
産
業
者
や
運
送

業
者
が
長
期
的
に
安
心
し
て
投
資
や
人
材
育
成

で
き
る
よ
う
、
川
中
、
川
下
が
長
期
的
な
需
要

発
信
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
ど
の
意
見
が
聞
か

れ
た
。

西
垣
会
長
は
、「
原
木
の
需
要
と
山
側
の
供

給
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
か
ら
起
こ
る
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
少
し
で
も
解
消
す
る
に
は
、
や
は
り
外
材
で

は
な
く
地
域
の
国
産
材
を
使
う
こ
と
だ
と
思

う
。
地
域
の
工
務
店
の
建
て
る
脱
炭
素
型
の
住

宅
は
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
が
大
手
に
比
べ
て
少
な
い

と
い
う
こ
と
は
今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
。

国
や
地
方
自
治
体
に
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
含
め

力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
締
め
く
く
っ

た
。

■
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の

構
築
に
向
け
た
中
央
需
給
情
報

連
絡
協
議
会
開
催

令
和
5
年
度
第
2
回
国
産
材
の
安
定
供
給
体

制
の
構
築
に
向
け
た
中
央
需
給
情
報
連
絡
協
議

会
が
、
川
上
か
ら
川
下
に
至
る
幅
広
い
関
係
者

の
参
加
の
下
、
令
和
6
年
2
月
7
日
に
ウ
ェ
ブ

会
議
で
開
催
さ
れ
た
。

（
輸
入
材
、
川
下
の
状
況
）

輸
入
針
葉
樹
製
品
は
２
０
２
２
年
8
月
を

ピ
ー
ク
に
、
入
荷
量
が
出
荷
量
を
下
回
り
始
め

た
。
現
在
、
国
内
の
製
品
在
庫
は
適
正
水
準
と

み
て
い
る
。

米
加
材
製
品
の
２
０
２
３
年
輸
入
量
は
87
万

㎥
と
な
り
前
年
比
82
％
。
8
月
の
国
内
大
手
製

材
工
場
の
火
災
の
影
響
に
よ
り
引
き
合
い
は
増

加
。
日
本
向
け
Ｓ
Ｐ
Ｆ
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
・
ラ

ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
価
格
が
上
げ
に
く
い
状

況
で
利
益
を
出
せ
ず
、
現
地
は
減
産
を
進
め
て

い
る
。

欧
州
材
製
品
は
、
２
０
２
２
年
後
半
か
ら
の

過
剰
在
庫
が
あ
り
契
約
量
が
落
ち
込
み
、
２
０

２
３
年
輸
入
量
は
１
６
６
万
㎥
と
な
り
、
前
年

比
63
％
と
大
幅
減
。
現
在
の
在
庫
は
２
０
２
３

年
と
比
較
し
て
適
正
水
準
に
な
る
の
で
、
今
後

入
荷
量
が
増
え
て
い
く
見
込
み
。
ス
エ
ズ
運
河

に
加
え
て
、
パ
ナ
マ
運
河
の
渇
水
に
よ
る
船
舶

通
行
制
限
の
需
給
・
価
格
へ
の
影
響
も
懸
念
。

２
０
２
３
年
合
板
輸
入
量
は
１
９
８
万
㎥
と

な
り
前
年
比
24
％
減
少
。
１
９
９
０
年
台
以
降

35
年
ぶ
り
に
２
０
０
万
㎥
を
割
っ
た
状
況
。
Ｎ

Ｚ
材
原
木
の
２
０
２
３
年
輸
入
量
は
24
万
㎥
と

前
年
比
9
・
2
％
減
少
。
船
舶
到
着
時
期
の
ず

れ
に
加
え
、
機
械
類
の
輸
出
低
迷
に
よ
る
梱
包

材
需
要
の
減
少
や
円
安
の
影
響
が
大
き
な
要
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。住

宅
一
棟
あ
た
り
の
坪
単
価
上
昇
に
伴
い
、

建
築
⾯
積
の
縮
小
、
平
屋
の
増
加
の
ほ
か
、
工

務
店
に
よ
っ
て
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
や
ア

パ
ー
ト
建
築
へ
の
転
換
な
ど
の
対
応
が
見
ら
れ

る
。
国
土
交
通
省
に
よ
る
国
産
木
材
を
活
用
し

た
住
宅
の
表
示
制
度
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
国
産
材
使
用
を
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
。

改
正
建
築
基
準
法
等
の
施
行
に
向
け
て
は
、

4
号
特
例
の
縮
小
や
仕
様
規
定
に
係
る
基
準
の

見
直
し
等
に
つ
い
て
、
建
築
事
業
者
の
業
界
団

体
を
中
心
と
し
て
研
修
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

す
る
な
ど
、
制
度
の
周
知
や
各
事
業
者
に
お
け

る
対
応
促
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
会
員
に
お

い
て
は
概
ね
対
応
が
可
能
な
状
況
と
聞
い
て
い

る
。能

登
半
島
地
震
の
復
興
に
つ
い
て
、
木
造
応

急
仮
設
住
宅
の
着
工
に
向
け
て
調
整
を
行
っ
て

い
る
。
木
材
供
給
に
つ
い
て
は
、
不
安
は
無
い

状
況
。

（
川
中
、
川
上
の
動
向
）

大
手
製
材
工
場
の
火
災
の
影
響
で
、
昨
年
の

秋
以
降
、
代
替
需
要
が
若
干
出
た
が
、
樹
種
や

地
域
で
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
一
定
の
方
向
性
が

見
え
な
い
状
況
。
年
が
明
け
て
、
住
宅
需
要
が

非
常
に
厳
し
く
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
も
稼
働
率

を
非
常
に
下
げ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
、
製
材
工

場
も
生
産
を
抑
え
て
い
る
状
況
。

合
板
に
つ
い
て
、
需
要
者
か
ら
は
当
用
買
い

が
続
い
て
お
り
、
非
住
宅
や
集
合
住
宅
で
は
若

干
の
引
き
合
い
が
あ
る
が
、
今
後
の
全
体
需
要

の
見
通
し
は
不
透
明
。
２
０
２
２
年
の
後
半
か

ら
地
域
に
よ
っ
て
は
生
産
調
整
を
行
っ
て
お

り
、
全
国
的
に
は
2
～
3
割
程
度
の
減
産
で
、

原
木
の
受
け
入
れ
制
限
も
継
続
。
２
０
２
３
年

の
出
荷
量
は
２
０
１
９
年
比
で
75
％
と
、
こ
こ

数
年
で
最
低
水
準
。

国
産
構
造
用
集
成
材
の
生
産
量
は
、
２
０
２

１
年
が
一
番
多
く
、
そ
の
後
は
住
宅
着
工
が
振

る
わ
ず
２
０
２
２
年
は
減
少
。
２
０
２
３
年
は

若
干
増
加
し
た
が
、
フ
ル
稼
働
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
現
在
は
、
ス
ギ
管
柱
を
生
産
し
て
い
る

メ
ー
カ
ー
は
比
較
的
好
調
で
、
そ
れ
以
外
を
生

産
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
若
干
荷
動
き
が
悪
い

状
況
。

原
木
価
格
に
つ
い
て
、
樹
種
や
地
域
で
非
常

に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
状
況
で
、
こ
こ
数
ヶ
月
は

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
。
原
木
販
売
量
は
前
月
比

で
減
少
傾
向
。
合
板
工
場
の
原
木
の
受
け
入
れ

制
限
等
の
影
響
に
よ
る
余
剰
原
木
に
つ
い
て
、

輸
出
に
回
し
て
い
る
地
域
は
滞
留
感
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
が
、
輸
出
を
行
っ
て
い
な
い
地
域

は
販
売
先
に
苦
慮
し
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ

る
。
山
側
と
し
て
も
作
業
の
切
り
替
え
が
難
し

く
、
基
本
的
に
は
伐
採
を
継
続
し
て
い
く
と
思

わ
れ
る
が
、
原
木
価
格
が
更
に
下
落
す
る
と
生

産
者
の
出
材
意
欲
が
減
退
し
て
い
く
と
懸
念
。

■
建
築
基
準
法
の
改
正
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
製
材
に
つ
い
て
の
講
習
会
を 

開
催　

東
京
木
材
市
場
、
仙
台
木
材

市
場
、
東
京
中
央
木
材
市
場　

 　
　

令
和
4
年
10
月
に
建
築
基
準
法
が
改
正
さ

れ
、
令
和
7
年
に
は
建
築
確
認
審
査
の
対
象
と

な
る
建
築
物
の
規
模
の
見
直
し
（
4
号
特
例
の

見
直
し
等
）、
構
造
規
制
の
合
理
化
等
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
全
市
連
は
、
2
月
1
日

に
東
京
木
材
市
場
（
株
）（
市
川
英
治
社
長
）、

2
月
6
日
に
（
株
）
仙
台
木
材
市
場
（
守
屋
長

光
社
長
）、
2
月
17
日
に
東
京
中
央
木
材
市
場

（
株
）（
飯
島
義
雄
社
長
）
に
お
い
て
建
築
基
準

共
建
築
物
等
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
の
利
用
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
普
及
補
助
事
業
等
に
つ
い
て
説
明
し

た
。質

疑
応
答
で
は
、
今
回
の
法
改
正
で
4
号
特

例
が
縮
小
し
た
場
合
、
ど
の
程
度
の
範
囲
で
構

造
計
算
が
必
要
に
な
る
の
か
、
壁
量
計
算
等
に

法
の
改
正
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
に
つ
い
て
の
講
習
会

を
開
催
し
た
。
講
習
会
で
は
講
師
に
森
未
来
木

材
調
達
責
任
者
の
向
井
千
勝
氏
を
招
き
、「
法

改
正
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
を
商
売
の
強
み
に
し
て
い
こ

う!

」
と
の
演
題
の
講
演
を
行
っ
た
。
各
市
場

で
約
50
名
の
買
い
方
、
問
屋
、
建
築
関
係
者
等

が
参
加
し
た
。

講
習
会
で
向
井
氏
は
、
木
造
持
家
需
要
の
減

少
の
状
況
、
住
宅
需
要
の
構
造
的
な
問
題
、
住

宅
省
エ
ネ
性
能
の
要
求
水
準
の
変
遷
、
建
築
基

準
法
及
び
建
築
物
省
エ
ネ
法
の
改
正
、
省
エ
ネ

基
準
適
合
の
義
務
化
、
4
号
特
例
見
直
し
の
背

景
と
見
直
し
の
概
要
、仕
様
規
定
と
構
造
計
算
、

建
築
確
認
審
査
、
提
出
図
書
の
合
理
化
、
令
和

7
年
の
法
施
行
に
向
け
た
壁
量
基
準
等
の
見
直

し
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
（
日
本
農
林
規
格
）
の
概

要
、
林
産
物
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
品
目
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
工

場
数
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
認
定
の
状
況
、
今
般
の
建
築

基
準
法
改
正
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
の
重
要
性
、
Ｊ
Ａ
Ｓ

に
よ
る
強
度
・
含
水
率
・
耐
久
性
の
表
示
、
公

東京中央木材市場（株）の講習会 （株）仙台木材市場の講習会

東京木材市場（株）の講習会
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席
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
◇
林
野
庁
長
官
賞　

天
然
木
曽
桧　

柾
盤　
（
株
）
勝
野
木
材　

◇

長
野
県
知
事
賞　

高○ 

○
特○ 

○
木
曽
ひ
の
き　

の
む

ら
木
材
（
株
）　

◇
中
部
森
林
管
理
局
長
賞　

天
然
木
曽
桧　
（
株
）
井
上　

◇
全
市
連
会
長

賞　

天
然
木
曽
桧　
（
株
）
野
尻
木
材
工
業
所　

◇
長
野
県
木
協
連
理
事
長
賞　

天
然
木
曽
桧　

志
水
製
材
所

式
典
後
の
初
市
に
は
１
５
０
㎥
が
出
品
さ

れ
、
約
90
人
の
買
方
様
が
参
加
し
活
発
な
競
り

が
行
わ
れ
た
。
天
然
木
曽
桧
（
耳
付
板
）
□
ム

ジ
3
・
0
ｍ
×
26
・
0
㎝
×
6
・
0
㎝
に
１
５

０
万
円
／
㎥
、
天
然
木
曽
桧
（
柾
盤
）
特
選

3
・
0
ｍ
×
22
・
0
㎝
×
21
・
0
㎝
に
２
５
０

万
円
／
㎥
の
高
値
が
付
い
た
。
総
売
上
額
は

1
、５
７
０
万
円
、
平
均
単
価
27
万
1
千
円
で

あ
っ
た
。

■
令
和
5
年
の
木
材
輸
入
量

令
和
5
年
度
の
木
材
輸
入
量
は
前
年
に
比
べ

大
幅
に
減
少
し
た
。
丸
太
輸
入
量
は
、
２
０
１

万
6
千
㎥
、
前
年
比
19
％
の
減
少
と
な
っ
た
。

製
材
用
丸
太
の
主
体
を
占
め
る
米
材
丸
太
は
１

１
４
万
6
千
㎥
、
前
年
比
23
％
の
大
幅
な
減
少

と
な
っ
た
。

製
材
の
輸
入
量
は
、
３
３
３
万
4
千
㎥
と
な

り
、
前
年
か
ら
32
％
減
少
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
多
く
を
占
め
る
欧
州
材

が
一
昨
年
の
２
６
１
万
9
千
㎥
か
ら
１
６
６
万

8
千
㎥
に
36
％
も
の
減
少
と
な
っ
た
。
一
昨
年

の
在
庫
過
剰
と
我
が
国
の
住
宅
着
工
の
減
少
の

影
響
が
大
き
く
表
れ
た
。
米
材
に
つ
い
て
も
米

国
と
カ
ナ
ダ
か
ら
の
輸
入
量
の
合
計
が
87
万
2

千
㎥
、
前
年
比
19
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
ロ
シ

ア
材
も
77
万
8
千
㎥
か
ら
47
万
㎥
に
40
％
の
大

基
づ
く
仕
様
規
定
で
ど
の
程
度
対
応
で
き
る
の

か
、
構
造
計
算
や
仕
様
規
定
に
基
づ
く
設
計
を

す
る
上
で
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
の
1
級
、
2
級
、
3
級

と
無
等
級
で
は
ど
の
程
度
違
い
が
出
て
く
る
の

か
、
集
成
材
と
無
垢
材
で
違
い
は
あ
る
の
か
、

主
要
構
造
材
だ
け
で
な
く
間
柱
等
に
も
影
響
が

あ
る
の
か
等
の
質
問
が
あ
り
、
具
体
的
な
使
用

状
況
を
想
定
し
て
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

■
第
27
回
全
市
連
国
産
材
需
要

拡
大
製
材
品
特
別
展
示
大
会
開

催　

木
曽
官
材
市
売
（
協
）

全
市
連
、
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
（
勝
野

智
明
理
事
長
）
及
び
木
曽
木
材
工
業
協
同
組
合

（
麥
嶋
照
幸
理
事
長
）
は
、
1
月
20
日
（
土
）、

第
27
回
全
市
連
国
産
材
需
要
拡
大
製
材
品
特
別

展
示
大
会
を
開
催
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
井
口

真
輝
中
部
森
林
管
理
局
森
林
整
備
部
長
、
郷
原

辰
実
木
曽
森
林
管
理
署
長
、
渡
邉
卓
志
木
曽
地

域
振
興
局
長
、
村
田
広
司
上
松
町
副
町
長
他
が

出
席
。
当
連
盟
か
ら
は
柱
本
修
専
務
理
事
が
出

幅
な
減
少
と
な
っ
た
。

集
成
材
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
輸
入
量
は
６

５
０
千
㎥
、
前
年
比
37
％
の
著
し
い
減
少
と
な

い
、
主
体
を
占
め
る
Ｅ
Ｕ
諸
国
か
ら
の
輸
入
量

は
39
％
も
の
減
少
と
な
っ
た
。

■
令
和
5
年
の
新
設
住
宅
着
工

戸
数令

和
5
年
の
新
設
住
宅
着
工
は
総
数
が
約
81

万
9
千
6
百
戸
と
な
り
、
前
年
比
95
・
4
％
に

減
少
し
た
。
内
訳
を
み
る
と
、
持
ち
家
、
分
譲
、

貸
家
と
も
に
前
年
を
下
回
っ
た
。特
に
持
家
は
、

22
万
4
千
戸
で
、
前
年
比
88
・
6
％
に
落
ち
込

む
厳
し
い
状
況
と
な
っ
た
。
分
譲
、
貸
家
は
そ

れ
ぞ
れ
前
年
比
96
・
4
％
、
99
・
7
％
を
維
持

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
２
０
１
３
年
～
２
０

１
９
年
と
比
較
す
る
と
、
と
く
に
持
ち
家
の
着

工
戸
数
の
減
少
が
大
き
い
。

木
造
住
宅
の
着
工
戸
数
は
45
万
4
千
戸
、
前

年
比
95
・
1
％
に
減
少
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和

4
年
の
木
造
住
宅
の
着
工
戸
数
を
下
っ
た
。
木

造
率
は
55
・
4
％
と
な
り
、
前
年
と
同
水
準
を

維
持
。

住
宅
の
着
工
⾯
積
も
、約
6
千
４
１
８
万
㎡
、

前
年
比
93
％
に
減
少
し
た
。
分
譲
は
前
年
比

95
・
2
％
、
貸
家
は
前
年
比
１
０
０
・
9
％
と

な
っ
た
が
、
持
家
の
⾯
積
は
、
前
年
比
87
％
に

減
少
し
た
。
木
造
住
宅
の
新
設
着
工
の
総
床
⾯

積
も
前
年
比
91
・
7
％
に
減
少
し
た
。
着
工
戸

数
の
落
ち
込
み
よ
り
床
⾯
積
の
落
ち
込
み
が
大

き
く
、
一
戸
当
た
り
の
床
⾯
積
が
小
さ
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

■
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に

関
す
る
政
令
の
公
布

令
和
5
年
5
月
8
日
に
公
布
さ
れ
た
改
正
ク

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
お
い
て
、
川
上
・
水
際
の

木
材
関
連
事
業
者
は
、
原
材
料
情
報
の
収
集
等

を
行
い
、
違
法
伐
採
に
係
る
木
材
等
に
該
当
し

な
い
蓋
然
性
が
高
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
確
認

す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
た
。
改
正
法
で
は
、

原
材
料
情
報
と
し
て
、
樹
種
及
び
伐
採
地
域
、

競りの様子

丸太の輸入量 （千㎥）
2023年 2022年 前年比

総輸入量 2,016 2,501 ▲ 19%
　米材 1,722 2,182 ▲ 21%
　　米国 1,146 1,490 ▲ 23%
　　カナダ 576 692 ▲ 17%
　ニュージーランド 242 260 ▲ 7%
　その他 52 59 ▲ 9%

製材の輸入量 （千㎥）
2023年 2022年 前年比

総輸入量 3,334 4,895 ▲ 32%
　欧州材 1,668 2,619 ▲ 36%
　　スウェーデン 567 847 ▲ 33%
　　フィンランド 579 842 ▲ 31%
　米材 872 1,070 ▲ 19%
　　米国 109 132 ▲ 17%
　　カナダ 763 938 ▲ 19%
　ロシア材 470 778 ▲ 40%
　その他 324 428 ▲ 24%

集成材の輸入量 （千㎥）
2023年 2022年 前年比

総輸入量 650 1,040 ▲ 37%
　EU 502 819 ▲ 39%
　　フィンランド 244 390 ▲ 37%
　　ルーマニア 83 156 ▲ 47%
　　オーストリア 72 125 ▲ 43%
　中国 47 77 ▲ 39%
　ロシア 46 75 ▲ 38%
　その他 54 68 ▲ 21%
EUからの輸入は殆どが構造用集成材
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が
確
認
さ
れ
た
と
認
証
し
た
こ
と
を
示
す
情
報

（
例
：
県
産
材
証
明
や
森
林
認
証
等
）

さ
ら
に
、
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
令
和
7
年
4
月
1

日
に
定
め
る
政
令
が
公
布
さ
れ
た
。

■
丸
宇
木
材
市
売
が
創
立
70
周

年
祝
賀
会

丸
宇
木
材
市
売
（
株
）（
青
木
豊
実
社
長
）
は
、

2
月
9
日
、
シ
ェ
ラ
ト
ン
・
グ
ラ
ン
デ
・
ト
ー

キ
ョ
ー
ベ
イ
・
ホ
テ
ル
に
て
創
立
70
周
年
記
念

祝
賀
会
を
開
催
し
た
。
全
国
か
ら
荷
主
、買
方
、

取
引
先
な
ど
約
４
５
０
名
が
参
加
し
た
。

青
木
社
長
は
、「
初
代
山
崎
社
長
が
残
し
た

「
木
を
植
え
て
、人
は
育
て
て
、夢
は
１
０
０
年
」

と
い
う
言
葉
を
諸
先
輩
が
引
き
継
ぎ
、
お
取
引

様
方
と
の
深
い
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
て
下

さ
っ
た
。
全
従
業
員
が
一
丸
と
な
っ
て
今
後
も

日
本
全
国
の
木
材
製
品
を
集
荷
し
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
邁
進
し
、
社
会
に

必
要
と
さ
れ
る
会
社
作
り
に
努
め
る
。
先
代
が

思
い
描
い
た
夢
１
０
０
年
は
も
は
や
夢
で
は
な

く
、
ま
ず
は
80
年
に
向
け
て
誠
心
誠
意
、
着
実

に
進
ん
で
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
守
屋
長
光
全
市
連
会
長
は

「
丸
宇
木
材
市
売
は
首
都
圏
の
木
材
流
通
の
要

の
役
割
を
果
た
し
、
川
上
と
川
下
を
つ
な
ぐ
木

材
市
場
の
模
範
と
な
る
姿
を
示
し
て
こ
ら
れ

た
。
私
も
下
館
市
場
の
競
り
を
見
学
さ
せ
て
頂

い
た
時
は
大
変
驚
き
、
自
社
の
競
り
担
当
が
変

わ
る
度
、
勉
強
に
お
邪
魔
さ
せ
て
頂
い
て
い

る
。」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

■
林
雅
文
氏
と
の
お
別
れ
の
会　

伊
万
里
木
材
市
場

1
月
8
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
（
株
）
伊
万
里

木
材
市
場
（
伊
万
里
市
、
伊
東
貴
樹
社
長
）
の

前
社
長
、
林
雅
文
氏
と
の
お
別
れ
の
会
が
2
月

8
日
に
伊
万
里
市
内
で
開
催
さ
れ
た
。
林
氏
は

当
連
盟
の
副
会
長
・
九
州
支
部
長
・
理
事
を
務

め
ら
れ
、
連
盟
の
活
動
に
多
く
の
ご
指
導
と
ご

支
援
を
い
た
だ
い
た
。

林
氏
は
平
成
10
年
に
伊
万
里
木
材
市
場
に
入

社
、
消
費
者
に
好
ま
れ
る
木
材
の
安
定
供
給
と

安
定
販
売
を
行
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
取
り
組

ん
だ
。
当
時
は
、
前
例
の
な
い
取
組
で
あ
っ
た

が
、
製
材
メ
ー
カ
ー
や
行
政
を
自
ら
訪
問
し
、

粘
り
強
く
営
業
活
動
を
行
い
、
数
量
・
価
格
・

期
間
を
定
め
た
取
引
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ま

た
、
森
林
資
源
の
持
続
的
な
利
用
に
向
け
て
、

皆
伐
・
新
植
を
行
う
施
業
委
託
や
長
期
の
山
づ

く
り
の
た
め
の
森
林
信
託
に
も
取
組
ん
だ
。
行

政
と
の
関
連
で
は
林
野
庁
の
林
政
審
議
会
の
委

員
も
務
め
た
。
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
令

和
元
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
黄
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
た
。
お
別
れ
の
会
に
は
多
く
の
関
係
者
が

出
席
し
、
林
氏
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

全
市
連
事
務
局
の
近
く
に
あ
る
小

石
川
後
楽
園
に
は
40
種
類
、
約
１
５

０
本
の
梅
の
木
が
あ
り
、
先
日
梅
の

花
が
見
ご
ろ
を
迎
え
た
。
梅
の
花
は

春
迎
え
の
花
と
い
わ
れ
る
。
桜
ほ
ど

の
華
や
か
さ
は
な
い
が
日
本
的
な
風

情
を
感
じ
さ
せ
る
。
梅
は
奈
良
時
代

に
中
国
か
ら
伝
来
し
、
貴
族
の
間
で
梅
の
花
を

観
賞
す
る
行
事
が
広
ま
っ
た
。
中
国
に
対
す
る

あ
こ
が
れ
が
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が

花
見
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
万
葉
集
に
は
梅
を

詠
ん
だ
歌
の
数
が
桜
を
詠
ん
だ
歌
の
数
よ
り
も

多
い
。
平
安
時
代
に
入
り
花
見
の
主
役
は
桜
に

移
っ
て
い
っ
た
。
嵯
峨
天
皇
が
桜
の
花
見
の
節

を
催
し
て
以
降
、
貴
族
の
間
に
桜
の
花
見
が
広

ま
っ
た
。
古
今
和
歌
集
で
は
桜
の
歌
の
方
が
梅

の
歌
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
唐
の
衰
退
と
と

も
に
遣
唐
使
が
廃
止
さ
れ
日
本
古
来
の
桜
が
注

目
さ
れ
る
よ
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
鎌
倉
時

代
以
降
は
武
士
や
町
民
に
も
花
見
が
広
ま
っ
た
。

豊
臣
秀
吉
の
吉
野
の
花
見
や
醍
醐
の
花
見
は
規

模
の
大
き
さ
で
有
名
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
入

る
と
花
見
の
宴
会
は
庶
民
に
も
広
く
浸
透
し
た
。

桜
の
品
種
改
良
も
進
み
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど

多
く
の
新
た
な
品
種
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
が
今

日
の
花
見
に
続
い
て
い
る
。
○
今
年
は
桜
の
開

花
が
早
ま
り
そ
う
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
明
け
て

今
年
は
久
し
ぶ
り
に
本
格
的
な
花
見
の
宴
会
を

楽
し
む
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
海
外
か
ら
の
観
光

客
に
は
日
本
の
花
見
は
人
気
で
あ
る
。
路
上
や

公
園
で
お
酒
を
飲
ん
で
は
い
け
な
い
国
が
多
い

の
で
、
節
度
を
持
っ
て
楽
し
む
花
見
の
会
は
日

本
な
ら
で
は
の
習
慣
と
い
え
る
。
日
本
で
は
コ

ロ
ナ
禍
の
規
制
か
ら
路
上
飲
み
が
広
が
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
も
う
規
制
は
な
く
な
っ
た
の
で
場

所
を
わ
き
ま
え
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

雑 記 帳

森
林
法
の
伐
採
造
林
届
の
写
し
（
国
内
）
若
し

く
は
原
産
国
発
行
の
伐
採
証
明
書
（
国
外
）
の

写
し
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。今
回
の
政
令
で
は
、

原
材
料
情
報
と
し
て
こ
れ
ら
に
加
え
て
次
の

（
1
）
～
（
3
）
が
規
定
さ
れ
た
。

（
1
）
国
内
材
に
お
い
て
は
、
森
林
法
の
伐

採
造
林
届
に
代
わ
る
情
報
と
し
て
、
森
林
経
営

計
画
書
の
写
し
、保
安
林
伐
採
許
可
書
の
写
し
、

国
有
林
を
伐
採
し
た
こ
と
を
国
に
よ
り
証
明
さ

れ
た
書
類
の
写
し
等

（
2
）
国
外
材
に
お
い
て
は
、
原
産
国
発
行

の
伐
採
証
明
書
に
代
わ
る
情
報
と
し
て
、
原
産

国
の
政
府
機
関
に
準
ず
る
も
の
（
州
政
府
等
）

や
輸
出
国
が
発
行
し
た
証
明
書
の
写
し
、
原
産

国
政
府
等
に
提
出
さ
れ
た
届
出
書
の
写
し
等

（
3
）（
1
）
及
び
（
2
）
の
ほ
か
、
地
方
公

共
団
体
や
主
務
大
臣
（
農
林
水
産
大
臣
及
び
経

済
産
業
大
臣
）
が
指
定
す
る
者
に
よ
り
合
法
性

青木社長の挨拶

林雅文氏とのお別れの会

【原材料情報政令の位置付け】

改正クリーンウッド法に関する政令（原材料情報政令及び施行期日政令）の概要

川上・水際の木材関連事業者に合法性の
確認等を義務化

川上・水際の木材関連事業者は、原材料情報の収集
等をし、違法伐採に係る木材等に該当しない蓋然性が
高いかどうかについて確認

原材料情報
１ 樹種及び伐採地域
２ 以下のいずれかの情報
① 森林法の伐採造林届（国内）
② 原産国発行の伐採証明書（国外）
③ ①か②に代わる違法伐採に係る木材等に
該当しない蓋然性が高いことを証する情報

政令で規定

川上の木材関連事業者
原木市場、製材事業者 等

素材生産販売事業者
立木の伐採、販売等

消費者
海外の

木材輸出事業者

木材関連事業者

他の木材関連事業者
家具製造事業者、
製紙製造事業者、
建築事業者、
小売事業者 等

水際の木材関連事業者
輸入事業者

は、木材等流通の流れをさす

【政令の内容】
１ 合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律第六条第二項第二号の情報を定める政令（原材料情報政令）
（１）国内材においては、森林法の伐採造林届に代わる情報として、森林経営計画書の写し、保安林伐採許可書の写し、

国有林を伐採したことを国により証明された書類の写し 等
（２）国外材においては、原産国発行の伐採証明書に代わる情報として、原産国の政府機関に準ずるもの（州政府等）

や輸出国が発行した証明書の写し、原産国政府等に提出された届出書の写し 等
（３）（１）及び（２）のほか、地方公共団体や主務大臣（農林水産大臣及び経済産業大臣）が指定する者により合法

性が確認されたと認証したことを示す情報（例︓県産材証明や森林認証 等）
２ 合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律の一部を改正する法律の施行期日を定める政令（施行期日政令）
クリーンウッド法の一部を改正する法律の施行期日を令和７年４月１日に定める


